
１． 日時 令和５年５月１８日（木）・１９日（金）　９時４５分より開会式（８時３０分開場）

２． 会場 滋賀県立武道館 （大津市におの浜四丁目2-15　　TEL077-521-8311）

３． 参加資格 団体戦においては、男女とも各校１チームのオープン参加とする。

いずれも、当該校長が参加を認めた生徒であること。

４． 外部コーチ 外部コーチの参加を認める。ただし１校１名とし他校と兼ねることはできない。

コーチの条件は次のとおりである

①当該校の校長が認めた者

②年間を通じ、日頃から学校の部活動を指導している者

③中体連の大会運営に関して、理解を示し、協力的な者

④事前に滋賀県中体連（柔道専門部）に登録した者

⑤中学校の教員でないこと

⑥審判員に準じた服装をすること

※大会運営上、何らかの支障をきたすと大会本部が判断した場合、退場を願うこともある。

５． 引率

６． 競技規則 国際柔道連盟試合審判規定、国内における「少年大会特別規定」による。

講道館から正式に段位証書が交付されている有段者は黒帯を用いること。

７． 計量 【計量】 計量は時間内に終了すること。（最終９時３０分※その後は合議）

柔道衣点検 計量を受けない者は競技に出場できない。

団体戦の計量は、チーム全員がそろって測定すること。

個人戦の計量は、定められた階級の体重区分にない者は失格とする。

【柔道衣について】

・ 柔道衣は白色とし、認証柔道衣でなくても可とする。

・

≪柔道≫の部　　実施要項

令和５年度　第６０回滋賀県中学校春季総合体育大会

個人戦においては、男女とも参加人数制限はなし。ただし、1年生は少年柔道からの経験者に

限る。前年度新人体重別選手権大会でベスト８の選手については、同階級エントリーに限り、

シード選手として組み合わせの検討資料とする。

引率は当該校の教員であること。ただし、学校長がやむを得ないと判断した場合に限り、個人

戦のみ「外部指導者」の引率を認める。この場合、校長と外部指導者の間で契約書を交わし、

大会申込書に契約書（引率様式１，２）の写しを添付すること。

団体戦は「技あり」または「指導差２」以上とする。チーム内容が同等の場合は、任意の選手

での代表戦を行う。代表戦で得点差がない場合は延長戦（ＧＳ）により勝敗を決する。個人戦

の優勢勝ちの判定基準は「技あり」または「僅差」とする。ベスト８までは終了時にスコアが

同等で「指導差０」の場合、準々決勝からは「指導差１」の場合、時間無制限による延長戦

（ＧＳ）を行い、勝敗を決する。試合時間は、団体戦、個人戦とも３分とする。全試合１審判

制で行い、１回戦から（ＧＳ）を採用する。

団体戦では第１試合の直前に、個人戦では各階級の試合開始前に、各試合場で柔道

衣の点検を行う。柔道衣の規定に反する場合、規定内の柔道衣に着替えなければ出

場できないこととする。



・

・

・ 柔道衣の背部にはゼッケンを縫い付けること。

・ 髪の毛が肩にかかる者は、上部で団子状にくくること。

８． 競技方法

(1)団体戦

選手の編成は、体重の重い者を大将とし、以下体重順とする。

補欠を入れる時もこれに従う。人数が５人に満たない場合は後ろ詰めとする。

試合毎の選手の入れ替え及び、一度退いた者の再出場は不可とする。

(2)個人戦 １回戦よりトーナメント。（参加人数が４名以下の場合はリーグ戦）

※大会当日に欠場などで４人を下回った場合もリーグ戦に変更する。

※男子の部

66kg級(60kgを超え66kg以下)、73kg級(66kgを超え73kg以下)

81kg級(73kgを超え81kg以下)、90kg級(81kgを超え90kg以下)

90kg超級(90kgを超える)

※女子の部

52kg級(48kgを超え52kg以下)、57kg級(52kgを超え57kg以下)

63kg級(57kgを超え63kg以下)、70kg級(63kgを超え70kg以下)

70kg超級(70kgを超える)

９． 日程 5月18日(木)　8時45分～団体計量　9時20分～打合せ　9時45分～開会式

5月19日(金)　8時45分～個人計量　9時20分～打合せ　9時45分～開始式

10．申し込み 所定の申込用紙を5月1日(月)17時までにブロック長に電子データで送信する。

公印を押した原本は5月11日(木)17時までにブロック長に送付する。

ブロック長は、各ブロックの電子データを5月2日(火)までに下記へ送信する。

【メールアドレス：sugiyama_kuniaki20@g.otsu.ed.jp】

正式申し込み(原本)は、5月12日(金)プロ編会場(皇子山中)に持参する。

プログラム編成会議は、5月12日(金)13時00分より皇子山中学校で行います。

11．その他 ①表彰は団体・個人3位まで。3位決定戦は行わない。

②本大会の団体・個人のベスト8は、夏季総体のシードとする。

③脳震盪対応について選手及び指導者は下記事項を遵守する。

・

・ 大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場は不可とする。

（なお、至急専門医の精密検査を受けること）

・ 練習再開に関しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

40kg級(40kg以下)、44kg級(40kgを超え44kg以下)、48kg級(44kgを超え48kg以下)

大会前1か月以内に脳震盪を受傷した者は脳神経外科の診断を受け出場の許可を得ること。

胸のマーキングについて、道場名等は不可とする。ただし、１年生の出場者につい

ては、旧所属の柔道衣でも可とする。その場合、ゼッケンは現所属のものとし、そ

れが無い者は出場できない。

女子は上衣の下に、白色か白に近い色の半袖で無地のＴシャツ又は半袖のレオター

ドを着用すること。※Ｔシャツのマーキングについては、全日本柔道連盟が定める

規定（平成25年4月1日より施行）に準ずる。

各チーム、１回戦はリーグ戦、以後決勝トーナメントとする。ただし、出場校数により、リー

グ戦とならない場合もある。

50kg級(50kg以下)、55kg級(50kgを超え55kg以下)、60kg級(55kgを超え60kg以下)


